
「発掘！東工大の研究と社会貢献」 

東工大は 抗ウイルス薬アラセナの発祥の地です 

ビタミン B2からウルソへと続く伝統が 更にアラセナへ繋がった 

 

抗ヘルペス薬

β

稀にみる理想的な結果 

ビタミン研の伝統

くまのい

鍵となった 炭酸エステル 

を用いる合成研究



ポロネーズ 

執念の発見 

 

 

図 1. アラセナ（ara-A）の構造と合成過程 
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アラセナ = ビダラビン (Vidarabine) 

アシクロビル = ゾビラックス 
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